
春
は
旅
立
ち
の
季
節
で
す
ね
。
秋
田
県
を
離
れ
て
上

京
す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
現
代
は
飛
行
機
で
一

時
間
十
分
、
秋
田
新
幹
線
で
は
最
速
三
時
間
三
十
七
分

で
東
京
に
到
着
し
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
歩
い
て
い
く

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。
現
在
当
館
で
刊
行
中
の
『
岡

本
元
朝
日
記
』
の
筆
者
、
岡
本
元
朝
は
江
戸
時
代
中
期

に
秋
田
藩
の
家
老
な
ど
を
務
め
た
人
物
で
す
が
、
宝
永

元
年
（
一
七
〇
四
）
四
月
、
約
一
年
間
の
江
戸
屋
敷
勤

務
の
た
め
、
江
戸
に
上
り
ま
し
た
。

四
月
七
日
（
現
在
の
暦
で
は
五
月
十
日
）
四
ツ
時
（
午

前
十
時
頃
）
、
親
類
な
ど
に
見
送
ら
れ
て
久
保
田
（
秋

田
）
を
出
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
親
し
い
人
々
は
牛
島

ま
で
同
道
し
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
は
境

（
大
仙
市
）
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。

八
日
は
境
を
卯
の
半
刻
（
朝
六
時
頃
）
に
出
発
し
、

神
宮
寺
村
で
昼
に
休
ん
だ
後
、
六
郷
（
美
郷
町
）
に
八

ツ
時
（
午
後
二
時
頃
）
到
着
し
ま
し
た
。

九
日
に
は
金
沢
八
幡
神
社
（
横
手
市
）
に
参
詣
し
て

い
ま
す
。
同
社
は
後
三
年
合
戦
の
後
に
源
義
家
が
藤
原

清
衡
に
建
立
さ
せ
た
と
い
う
由
緒
が
あ
り
、
義
家
の
弟

・
源
義
光
の
子
孫
で
あ
る
佐
竹
氏
か
ら
も
崇
敬
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
日
の
宿
泊
地
は
湯
沢
で
、
所
預
で
あ
る

佐
竹
南
家
か
ら
供
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
家
老
、
江
戸
に
上
る

『
岡
本
元
朝
日
記
』
よ
り

十
日
は
卯
の
刻
（
朝
五
時
頃
）
湯
沢
を
出
発
し
、
昼

頃
に
藩
境
を
越
え
、
現
在
の
山
形
県
域
に
入
り
ま
し
た
。

峠
は
厳
し
く
、
全
行
程
の
中
で
一
番
の
難
所
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
昼
は
及
位
村
（
山
形
県
真
室
川
町
）

で
休
み
、
金
山
（
山
形
県
金
山
町
）
に
泊
ま
っ
て
い
ま

す
。十

二
日
は
朝
は
卯
の
刻
に
山
形
を
出
発
し
、
七
ツ
時

（
午
後
五
時
頃
）
に
関
（
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
）
に
到
着

し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
が
最
も
移
動
距
離
が
長
く
、
約

四
五
．
七
ｋ
ｍ
を
踏
破
し
て
い
ま
す
。
途
中
「
奈
良
け

之
茶
屋
」
（
山
形
県
上
山
市
楢
下
）
で
昼
休
み
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
峠
を
越
え
、
日
没
前
に
予
定
の
宿
場
町

に
つ
く
た
め
の
強
行
軍
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

十
三
日
に
は
羽
州
街
道
に
別
れ
を
告
げ
、
奥
州
道
中

に
入
り
ま
し
た
。
二
十
日
に
草
加
宿
（
埼
玉
県
草
加
市
）

に
着
き
、
身
支
度
を
整
え
、
翌
二
十
一
日
、
江
戸
浅
草

の
秋
田
藩
邸
に
到
着
し
ま
し
た
。
全
行
程
は
現
在
の
道

路
で
計
算
す
る
と
約
五
五
七
ｋ
ｍ
、
馬
や
駕
籠
を
利
用

し
た
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
半
は
徒
歩
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

岡
本
元
朝
は
江
戸
で
家
老
と
し
て
の
職
務
に
当
た
る

と
と
も
に
、
幕
臣
や
大
名
・
他
藩
の
家
臣
な
ど
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
今
春
、
秋
田
県
を
離
れ
る
方
々
に

も
多
く
の
良
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

【
煙
山
英
俊
】
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当
館
の
頒
布
書
籍
、
『
岡
本
元
朝
日
記
』

第
五
巻
が
三
月
下
旬
に
刊
行
し
ま
す
。
定

価
四
千
円
、
お
求
め
は
秋
田
活
版
印
刷
ま

で
。（
〇
一
八
―
八
八
八
―
三
五
〇
〇
）
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昨
年
の
古
文
書
解
読
講
座
の
教
材
と
し
て｢

瓊
浦
筆

記｣

を
使
用
し
ま
し
た
。
瓊
浦
は｢

ケ
イ
ホ｣

と
読
み
ま

す
。
瓊
に
は｢

玉(

た
ま)

｣
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

古
い
時
代
、
今
の
長
崎
市
あ
た
り
は｢

玉
の
浦｣

と
、
美

し
い
表
現
で
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
せ
い
か

｢

瓊
浦
雑
綴｣

・｢

瓊
浦
の
秋｣

・｢

瓊
浦
遊
記｣

な
ど
、
瓊

浦
を
書
名
の
一
部
に
し
た
書
物
も
多
く
出
さ
れ
て
お

り
、学
校
名
や
校
歌
の
歌
詞
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
は
幕
末
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四)
八
月

(

十
一
月
に
改
元
し
、
安
政
と
な
る)

、
長
崎
で
行
わ
れ

た
日
英
会
談
の
模
様
を
書
き
表
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

頃
の
日
本
は
、
前
年
の
嘉
永
六
年
六
月
に
ア
メ
リ
カ
の

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
、
七
月
に
は
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
長
崎
に
来
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
対
応
で
大
変
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
一
方
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ロ
シ
ア
と
戦
争
状
態
に
あ
り
、
日
本
近
海
で
ロ
シ
ア

の
軍
艦
や
そ
の
拠
点
を
攻
撃
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。

会
談
の
一
カ
月
ほ
ど
前
の
閏
七
月
十
五
日
、
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン

グ
は
、
三
隻
の
船
を
従
え
た
旗
艦
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

号
に
乗
っ
て
長
崎
に
入
港
し
ま
す
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は

す
ぐ
に
長
崎
奉
行
宛
の
書
翰
を
提
出
し
ま
し
た
。

書
翰
を
受
け
取
っ
た
長
崎
奉
行
は
、
こ
れ
に
自
分
の

意
見
を
加
え
て
江
戸
へ
送
り
、
老
中
の
指
示
を
待
ち
ま

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

「
瓊
浦
筆
記
」
よ
り

す
。
し
か
し
、
こ
の
頃
の
日
本
の
通
信
事
情
は
イ
ギ
リ

ス
と
違
い
、
ま
だ
早
馬
・
早
飛
脚
の
時
代
で
あ
り
、
二

十
日
ほ
ど
経
て
も
返
事
が
届
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
し
び

れ
を
切
ら
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
八
月
六
日
、
長
崎

奉
行
に
直
接
江
戸
へ
向
か
う
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
よ
う
や
く
老
中
の
指
示
を
得
た
長
崎
奉
行
は

八
月
十
三
日
、
奉
行
所
の
西
役
所
で
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と

会
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
史
料
に
名
前
の
見
え

る
出
席
者
は
、
日
本
側
は
長
崎
奉
行
水
野
筑
後
守
忠
徳
、

目
付
永
井
岩
之
丞
尚
志
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
ス
タ
ー
リ
ン

グ
で
す
が
、
ほ
か
に
双
方
の
通
訳
も
同
席
し
ま
し
た
。

会
談
は
筑
後
守
の｢

お
国
を
出
て
か
ら
長
く
船
中
に

居
ら
れ
、
退
屈
な
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
日
も
早

く
面
会
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
よ
う
や
く
お
会
い
で

き
て
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。｣

と
い
う
発
言
で
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は｢

こ
の
度

の
一
件
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、
少
々
長
引
い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
長
い
滞
船
中
、
御
奉
行
に
は
ご
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
帰
国

後
に
こ
の
こ
と
を
国
王(

ビ
ク
ト
リ
ア
女
王)

に
お
聞
か

せ
す
れ
ば
、
国
王
も
さ
ぞ
お
喜
び
な
さ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。｣

と
答
え
ま
し
た
。
右
に
載
せ
た
史
料
に
は
、
こ

の
時
の
両
者
の
や
り
取
り
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
談

は
八
月
十
三
日
、
十
八
日
、
二
十
三
日
と
三
回
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
書
翰
の
や
り
取
り
も
あ
り
ま
し

た
。嘉

永
七
年
八
月
二
十
三
日
、
三
回
目
の
会
談
で
日
英

約
定
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ

が｢

日
本
の
約
定
書
に
調
印
な
さ
る
と
こ
ろ
を
拝
見
し

た
い
の
で
す
が
。｣

と
言
う
と
、
筑
後
守
は｢

承
知
い
た

し
ま
し
た
。
あ
な
た
も
、
た
だ
い
ま
こ
の
席
で
調
印
し

て
差
し
出
し
た
の
で
す
か
ら
、
私
も
同
様
に
し
て
お
渡

し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。｣

と
、
応
じ
て
い
ま
す
。
調
印

を
済
ま
せ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
八
月
二
十
九
日
、
長
崎

を
出
航
し
ま
し
た
。

長
崎
奉
行
の
水
野
筑
後
守
と
目
付
の
永
井
岩
之
丞
の

二
人
は
、
そ
の
後
、
勘
定
奉
行
や
外
国
奉
行
を
務
め
、

外
交
交
渉
に
も
当
た
っ
て
い
ま
す
。
水
野
は
文
久
元
年

(

一
八
六
一)

に
小
笠
原
諸
島
へ
派
遣
さ
れ
、
そ
の
当
時

は
ま
だ
帰
属
の
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
島
の
調
査
や
開

発
を
し
、
後
に
こ
の
島
々
を
日
本
の
領
土
と
す
る
こ
と

に
貢
献
し
ま
し
た
。

今
回
ご
紹
介
し
た
史
料
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所

蔵
で
す
が
、
当
館
で
は
写
真
帳(

資
料
番
号
：
小
貫
二

五
Ｃ
―
二
四
五)

と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の｢

瓊

浦
筆
記｣

と
比
較
す
る
た
め
に
同
じ
書
名
の
資
料
を
あ

る
大
学
か
ら
取
り
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
表
紙
に
は｢

瓊

浦
筆
記｣

〈
完
〉
と
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
は
日
英
会

談
が
行
わ
れ
る
前
年
の
十
二
月
、
同
じ
長
崎
で
行
わ
れ

た
日
露
会
談
の
様
子
で
し
た
。
ど
う
や
ら
、
前
後
し
て

長
崎
で
行
わ
れ
た
日
露
・
日
英
の
会
談
を
そ
れ
ぞ
れ
文

書
に
し
、
ま
と
め
た
も
の
が｢

瓊
浦
筆
記｣

で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

【
藤
田
誠
治
】


